
(2) 平成３０年のトピックス

ア 平成３０年　百日咳のまとめ

図２　京都市の性別及び年齢階級別の報告数（平成３０年）

図３　京都市の感染経路別報告数及びその内訳別報告数

本疾患は，感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行規則の一部を改正する省令により，平成３０年１
月１日から五類感染症（全数把握疾患）となり，京都市における年間報告数は８７例，全国の年間報告数は１２,１０４例であった。
性別内訳は，男性３９例，女性４８例，年齢階級別では，０～９歳が４５例，１０～１９歳が２０例，２０～２９歳が３例，３０～３９歳が

５例，４０～４９歳が６例，５０～５９歳が２例，６０～６９歳が２例，７０歳以上が４例であった。
感染経路別をみると，家族内感染が５６例，不明が３１例であった。家族内感染の内訳をみると，母親が５例，父親が３例，祖父

母や息子等が２４例，不明が２４例であった。

　　図１　京都市及び全国の報告数の推移
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　イ　平成３０年　風しんのまとめ

　

　　図２　京都市の性別及び年齢階級別の報告数（平成３０年）

表１　京都市及び全国の年次報告数

京都市における年間報告数は１４例で，平成２４～２５年の流行を経て，平成２６年から年間報告数が０～１例であったのが，増
加に転じた。全国でも，第２９週から増加し，年間報告数は２,９３７例となった。
　性別内訳は，男性１１例，女性３例で，男性の報告例が顕著に多く，全国でも同様の傾向であった。
　年齢階級別では，１０～１９歳が１例，２０～２９歳が３例，３０～３９歳が３例，４０～４９歳が３例，５０～５９歳が４例であった。

　　図１　京都市及び全国の報告数の推移

0

100

200

300

0

1

2

3

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49 51

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

京都市 全国

平成３０年

週

月

報
告
数
（全
国
）

報
告
数
（
京
都
市
）

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

男性 139 0 1 0 0 11

女性 71 1 0 0 0 3

合計 210 1 1 0 0 14

男性 10,984 319 163 126 91 2,379

女性 3,373 197 106 74 60 558

合計 14,357 122 57 52 31 2,937

全国

京都市

0

1

2

3

4

10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

報
告
数

男性 女性



　ウ　平成３０年　インフルエンザのまとめ

図３　京都市及び全国の年齢階級別割合

表１　京都市の過去５シーズンの流行状況

平成２９年/３０年シーズンは，平成２９年第４８週（１１月２７日～１２月３日，１.０６）に定点当たり報告数が「１.０」を超えて流行期
に入り，第５週（１月２９日～２月４日，４７.６４）にピークを迎えた。その後，第１１週（３月１２日～１８日，６.８０）に定点当たり報告数
が注意報レベル「１０」を下回り，第１４週（４月２日～８日，０.９６）に「１.０」を下回った。
　平成２９年/３０年シーズンの全国におけるインフルエンザウイルス分離・検出状況は，Ｂ型（４５.０％），ＡＨ３（３２.３％），ＡＨ１ｐｄ
ｍ０９型（２２.７％）の順であった。流行開始時からＡＨ１ｐｄｍ０９型が主に分離・検出されて大半を占める一方，ピーク時から終息
にかけてはＢ型及びＡＨ３の割合が増加した。
平成２９年/３０年シーズンの京都市の年齢階級別構成は，５～９歳（３０.０％）が最も多く，次いで０～４歳（１９.１％），１０～１４歳

（１５.３％）の順であった。

また，平成３０年/３１年シーズンの流行は，平成３０年第５１週（平成３０年１２月１７日～１２月２３日，３.５８）に定点当たり報告数
が「１.０」を超え，例年に比べて遅い流行期入りとなった。第２週（１月７日～１３日，３１.６７）に警報発令の指標「３０」を上回ったた
め，１月１６日に京都市保健所がインフルエンザ警報を発令した。その後，第４週（１月２１日～１月２７日，４７.７１）にピークを形
成，第７週（２月１１日～１７日，９.４５）に「１０」を下回った。なお，全国のインフルエンザウイルス分離・検出状況は，令和元年５月
２８日現在，ＡＨ３型（５７.４％），ＡＨ１ｐｄｍ０９（３９.０％），Ｂ型（３.６％）の順になっている。

図２　全国のインフルエンザウイルス分離・検出数の推移

図１　京都市及び全国の定点当たり報告数の推移
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図３　京都市の年齢階級別割合の年次推移

図２　京都市の過去10年間の定点当たり報告数の推移

京都市における平成３０年の定点当たり報告数は，第４６週（１１月１２日～１８日，０.１９）から過去５年平均値を上回って推移し，第５２週
（１２月２４日～３０日，０.６３）に最も高い値を示した。京都市の過去１０年間の定点当たり報告数の推移をみると，平成２３年，２７年にピー
クがあり，約４年周期で流行している。
年齢階級別では，年により差はあるものの，６歳以下が約７割を占めており，平成３０年では４歳（２１.０％）が最も多く，次いで５歳（１５.

９％），６歳（９.７％）の順であった。

　エ　平成３０年　伝染性紅斑のまとめ

図１　京都市及び全国の定点当たり報告数の推移
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